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　福栄地域は、国道345号沿いに点在する５つの集
落の総称です。各集落では以前から人口減少対策と
して伝統文化や産業の後継者育成等に取り組んでき
ましたが、昨年８月、自治会等の住民団体や観光商
工団体、関川しな織協同組合等、地域の主だった団
体が連携して、地区の誇りである豊かな自然や文化、
食を活用して交流人口を増やし、地域を元気にしよ
うと、福栄地域協議会「福の里」を立ち上げました。
　昨年は、資源の保全活動や資源発掘の研修会、体
験活動指導者養成講座等を行い、地域みんなの意欲
向上や受入態勢作りに取り組みました。また、地域
活性化推進員として地域研究の専門家の岸本誠司さ

んを迎え、様々な業務を手伝ってもらっています。
　今年は実践の年として、８月に温海川集落で焼畑
体験、９月に越沢集落で棚田稲刈り体験を行いまし
た。どちらも「福の里」主催としては初開催の企画
でしたが、稲刈り体験で棚田の景色を眺めながら棚
田米のおにぎりを頬張る参加者、そしてスタッフの
笑顔を見て、関係者一同確かな手応えを感じました。
また、今月は温海かぶの収穫漬込み体験を、来年は
伝統食のレシピ集の発行を予定しています。
　今後も地域に住む若者から高齢者までみんなが、
そして地域を訪れる人もともに幸せになれる「福の
里」を目指して頑張ります。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

住む人、訪れる人みんなが
　　幸せになれる「福の里」を目指して

福栄地域協議会「福の里」（温海）
　関川・越沢・木野俣・温海
川・菅野代の５集落や関連団
体が連携。農業体験やトレッ
キングイベント等を行いなが
ら、地域資源の掘り起こしと
地域連携、リーダーとなる人
材育成に取り組んでいます。
お話ししてくれたのは会長の
忠鉢孝喜さんです。
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